
樹　 高 ： ５ｍ　　　　幹周り ： １．６ｍ

樹　 齢 ： 不明　　　指定年 ： 昭和５６年６月１日

所在地 ： 羽曳野市野々上５丁目９－２４

交　 通 ： 近鉄南大阪線 ｢ 藤井寺 ｣ 駅から、 近鉄バス行き

　　　　　　羽曳山住宅前方面行き ｢ 野々上 ｣ 下車すぐ

５６ 蓮
れ ん こ う じ

光寺のさざんか
樹　 高 ： ８ｍ　　　　　　　　　　　幹周り ： １．２ｍ　　

樹　 齢 ： １５０年～２００年　　 指定年 ： 昭和５０年３月３１日

所在地 ： 大阪狭山市東野中２丁目 987

交　 通 ： 南海高野線 ｢ 狭山 ｣ 駅下車、 東へ徒歩１．１㎞

　蓮光寺の境内にあるサザンカです。幹はかつて腐食し、治療・

補修を受けていますが、樹勢は盛んです。大きく伸びた太い

枝を濃い緑の葉が覆う姿は力強さを感じさせますが、初冬に

は美しい桃色の花をつけ、樹の表情が艶やかに一変します。

府５５ 野
や ち ゅ う じ

中寺のさざんか 府

サザンカ
　サザンカはツバキ属ですがツバキとは異なる種で分
布も葉や花もよく似ていますが、秋から冬にかけて薄
いピンクや赤い花を咲かせる点でツバキとは異なりま

サザンカ

35

　このサザンカの枝と枝はある部分で結合し、またその先

へと伸びています。枝が結合することから縁結びのサザン

カと呼ばれているようです。根元で二つに別れた幹の一つが

近年花を付けなくなりました。大切に育ててきたサザンカが枯

れてしまってはたいへんです。回復するためにできることをと

樹木医と相談しながら治療や手入れの方法を探しています。

す。最も大きな違いは花びらが一枚ずつバラバラに散
るという点です。（「つばき」についてはｐ４１参照）
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５７　春
か す が じ ん じ ゃ

日神社のしいの社
し ゃ そ う

叢
樹 　高 ： １０～１５ｍ　　幹周り ： ４ｍ　　

樹　 齢 ： ４００年　　　指定年 ： 昭和５６年６月１日

所在地 : 寝屋川市国松町２０－４

交   通 : 京阪本線 ｢ 寝屋川市 ｣ 駅から、 京阪バス ｢ 三井

　　　　　　団地 ｣ き ｢ 国松北口 ｣ 下車、 南東へ徒歩４００ｍ

　シイはブナ科シイ属の常緑高木で、照葉樹林の代表
的構成種です。温暖な気候を好むため主として関東以
西に分布しています。巨樹に育ちやすく、樹冠の丸い
こんもりした姿になります。小さめの葉は先のとがっ
た卵形で、実はかしのドングリのような「帽子」はなく、
熟すと全体を包む「包」が裂けて黒い実が出てきます。
生でも食べられるため縄文時代から重要な食物資源と
して親しまれてきました。軽く煎ると香ばしくほのか
な甘みがあるため、現在もおやつにして食べている地
域があります。

府

36

　シイタケはシイなどのブナ科の樹木に寄生するキノ
コで、日本には古くから自生していました。現在は広
く栽培が行われており、原木栽培ではクヌギやコナラ
の原木（ホダ木）に菌を植え付けたシイの木の木片（駒
木）を打ち込む方法が確立しています。中国、韓国を
はじめヨーロッパでも栽培されており、イギリスやフ
ランスでも shii-take の名で流通しています。

シイ

シイ
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　樹高 10 ～ 15 ｍで幹周り４ｍ程度のシイの巨木が、社殿

をとりかこむように群生しています。住宅地のなかにうっ

そうとした神社景観をつくりだしています。



（次頁につづく）

５８ 若
わ か み や じ ん じ ゃ

宮神社のしい
樹　 高 ： ２０ｍ　　　　　　　　　 幹周り ： ３．９ｍ　　

樹 　齢 ： ４００年～５００年　　指定年 ： 昭和４９年３月２９日

所在地 : 能勢町能勢町倉垣６２７

交　 通 : 能勢電鉄 ｢ 妙見口 ｣ 駅から、 阪急バス奥田橋 ・

　　　　　 能勢町宿野方面行き ｢ 倉垣 ｣ 下車すぐ

５９　八
や さ か じ ん じ ゃ

坂神社のしい
樹　 高 ： １５ｍ　　　　　　　　　　　幹周り ： ５ｍ　

樹　 齢 ： ４００年から５００年　　 指定年 ： 昭和４９年３月２９日

所在地 ： 能勢町長谷古野１１７

交　 通 : 能勢電鉄 ｢ 山下 ｣ 駅から阪急バス７３ ・ ７６系統

　　　　　｢ 森上 ｣ 下車、 西へ徒歩３．５㎞

能勢町長谷の集落の中に八坂神社があります。鳥居の下か

ら山道（右側）に入り歩くこと約 10 分。森の中にひと目で

それとわかる巨樹がそびえています。人と出会うことのま

れな寂しい山道、でも、この樹に出会えてよかったと思わ

せてくれる巨樹です。

府 府
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　スギはヒノキ科スギ属の常緑高木で、日本の原生種で、屋久スギに
代表されるように長寿でも知られています。まっすぐに育つ性質で加
工性にも優れていることから、最もポピュラーな建築材として広く植
林されており、一説には国土面積の 12％をスギ林が占めているという
ことです。
　スギの語源には、まっすぐに育つことからきた「直木（すぐき）」と
いう説と、横にはびこらないことからきた「進木（すすぎ）」という 2
説があります。
　針のようにとがった葉が枝に密生し、円錐形の美しい姿をしています。
そして春先に小さな球形の花を一斉に開花させます。強風がふくと美し
い樹形そのままに薄いオレンジ色の花粉が飛散するのが見られます。　

スギ

シイ

　古くからある能勢町倉垣の集落のほぼ中心にあり、狭い

通りから一本道の先に鳥居が見えます。この樹は、途中で

ばっさり切られ、幹の根元には病害虫による空洞が残って

います。倒木防止の強固な鉄製の支柱に支えられてはいま

すが、枝を伸ばして、今もこの樹は生きています。
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６０　大
お お さ わ

沢のすぎ
樹　 高 ： ２０ｍ　　　　幹周り ： ６．７ｍ　　　枝張り ： ３２ｍ　

樹 　齢 ： ８００年　　　指定年 ： 昭和５１年３月３１日

所在地 ： 島本町大沢５９

交 　通 ： JR｢ 高槻 ｣ 駅から、 高槻市営バス ｢ 川久保 ｣ 行き

　　　　　　終点下車、 北東へ徒歩３. ２㎞

　島本町の北部大沢集落の東の山腹斜面にあります。山道

入口には看板が立っています。すぎは直立する性質を持ち

ますが、本樹は、根元と地表から４ｍの位置でそれぞれ、

おおきな枝を延ばします。枝張りは最大 17 ｍにもおよび、

府内で稀にみる巨樹です。根を踏みつけると樹木に悪影響

があるため、柵がめぐらされ保護が図られています。

６１　金
こ ん ご う じ

剛寺のすぎ
樹 　高 ： ３０ｍ　　　 幹周り ： ５．２ｍ　　

樹　 齢 ： ５００年　　指定年 ： 昭和４８年３月３０日

所在地 : 河内長野市天野９９６

交　 通 : 近鉄 ・ 南海 ｢ 河内長野 ｣ 駅から南海バス ｢ サイクル   

            センター ･ 光明池駅 ｣ 方面行き ｢ 天野山 ｣ 下車すぐ

　金剛寺境内の北東隅にあり、境内林は文化庁が設定した

「ふるさと文化財の森」になっています。その森の入口で多

くの樹木の中でも抜きん出た存在感を持つ一本のスギが、

天高く伸びています。スリムで直線的な幹と、がっしりし

た足元の根の力強さが、対照的です。

府

府
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この大量の花粉が現代では花粉症の原因となり社会
問題化しています。この花粉症に人々が悩まされる
ようになったのは戦後のことであり、たかだか 50
年です。多くの人に恨みをかっているスギ花粉です
が、この 50年、花粉が変化したのではなく、私た
ちの社会が変化した結果だということをスギのため
に弁明したい気もします。褐色の樹皮は縦に裂ける
性質があり、ヒノキの樹皮と同様屋根葺き材とし
て利用されてきました。
　材は生育条件によって質が異なりますが、乾燥
すると軽く、耐久性もあることから建築材として
広く利用されており、北山杉のように若木の木肌
の美しさを生かして書院建築や茶室建築に使われ
るなど、高級木材としても利用されています。また、
水に強いことから、古代より船材としても活用さ
れています。さらに、乾燥した葉の粉末は線香の
材料になるなど、古来人とのつながりが深い木で
もあります。

スギ　（前頁のつづき）

スギ
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